










 

小児外科疾患の出生前診断症例は胎児の超音波断層スクリーニング検査の普及と,その診

断機器及び診断手技の発達により近年著しく増加してきている。鹿児島大学附属病院小児

外科において最近2年間に3例の出生前診断がなされた小児外科疾患を経験したので,母体

移送例を中心にその臨床経過を報告し,併せて出生前診断の意義について考察を加えた。 

 3 症例の概要を表 1 に示す。全例出生前診断は超音波断層によってなされそれ以外の検

査法は行っておらず,それぞれ在胎34週～36週の間に施行した時点で異常を指摘されてい

る。 


